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朝鮮半島,!|!l';|の資料についてしか検討できなかったが，

現時点での|川越点や巷1I1資料との関わりについてわずか

ながら触れてみたい!)。

１ . は じ め に

鉛l1j位体比法による青銅製品の分析は,１１本では

1970年代Ijij,'２から始まり(111崎・素住1976,llllll苛・室

住・中村・’」向・湯浅・渡会１９７９など),７0年代後半

からは,囎淵・』ﾄ尼両氏が，多数の青銅製品の鉛l１１位体比

を計測し，それらを利用した鉛産地推定のﾉ煙道仮説を提

示している（馬洲・平尾1982,馬淵・平尾・佐藤・緑

川・井t｢i1982,'!!j淵・平尾１９８３など多数)｡その基準

仮説は現在，苛銅製品の議論に多く用いられている。近

年,H本llllzi¥fl,1製品の分析資料が増加し（平尾２００３

など)，また，！'ﾘl鮮､'4島，中国の資料も多くの分析が行

われてきた（,|馴lll．､1り毛1989,馬淵1993,平尾・鈴木・

早川・1/,ｆ々水1998,平尾編2001,齋藤・膝16２００６など

多数)。

そこで，できるだけ多くの青銅製品や遺跡出|刈(材料，

各地鉱l1｣の鉛I11位体比データを集め，雌準仮説と|nlじ方

法で検討を行い，これまでに指摘されている領域で，何

がいえるのかということについて再検討･することにした。

本研究では,:IINPb/｣"Pb２!'7Pb/JI'6Pbクｻラフにおいて，
これまでいわれてきている各領域の!''で，１削鮮半島系材

料のI11能"|ｿ|ｉがある（馬淵・平尾l982,1983,1989,

1990,,11j#lll１９９３など多数あり，最近では､|え尼２００３が泰

げられる）とされている，領域Ｄについて検!;j-した結

果について述べてみたい。また，鉱lll資料についても，

2．資料

分析資料は,lI本出t青銅製品，遺跡l11土陳材料につ

いて論文や報告苔などから検索し収集した。また，比較

資料として，！'ﾘl鮓半烏出十青銅製品，遺跡ｌｌｌ土方鉛鉱資

料も点数は少ないが収集した。鉱111の鉛|nl位体比データ

は，朝鮮半島。!'個・日本について，これまでに報告さ

れているものを利用した2)O

論文や服f'f!I#から収集した資料の時期は，弥ﾉlill寺代を

主とし,!l1.ji'ill＃代,I１i代，中・近|比の遺物も少しながら

収集した。収集できた資料数は，青fl,i製品についてはＨ

本出土資料１７３８点，朗鮮半島出土資料１９９点の合計

1937点，鉱lllデータは，朝鮮半島３２点，中IEll５９点，

日本８３点の合i汁２７４点である。遺物の種類，各点数は，

表ｌの通りである。

3．分析方法

これまでに提示されている基準仮説には，縦軸に
208Pb/205Pb,IMIIilliに卯7Pb/2(''iPb:仮にＡ式IxIと呼ばれる

ものと，縦!lilllに2117Pb/20IPb,横軸に』0'iPb/3'''Pb:仮にＢ

式図と呼ばれるものが利用されてきている。今|ﾛ|は，

｢類似ｌj(料のグルーピングと原料の異|可が細かく兇える
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表１分析青銅製品資料点数
rablelNumberlistofbronzeimplcmentsfromJapanandKorca
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(馬淵・平尾1982)」とされ，これまで多くの肯銅製品

の検討で利用されてきている，縦軸に20sPb/206Pb,横軸

に訓7Pb/20GPbを用いるＡ式ｌＸＩを利用して検討.すること

にした。このＡ式図では，これまでにも，遺物の種類，

型式などからさまざまな領域が検討されてきている。こ

れまでの研究をまとめてみると,A(華北産材料の可能

性),a(領域Ａの中でも後期銅鐸などが集中して分布す

る|川一的な鉛の領域) ,B (華南産材料の可能' | ' t ) ,C

(現|廿のll本鉱II I産鉛の人祁分が分布する髄域),D(多

紐細文鏡，細形flil剣などの弥生時代の帆鮮半島系遺物が

分布する領域),D2(現世の朝鮮半島鉱|h斥鉛の多くが

分布する領域),D3(朝鮮半島鉱山産鉛の可能性がある

とされている領域) ,E (中国の皇鬼頭，二里崗文化な

どの商・夏時代の青銅器が分布する領域),L(遼寧省・

山束半島の鉛の可能性があるとされている領域) ,S

(中国の三星堆遺跡など商代の青銅器か分布する領域）

などの領域が検討されてきている。今回は，その中で，

これまでに朝鮮半島系遺物が分布するとされてきている

領域Ｄについて検討をｲｊう。

検討方法は，まず，集めることのできたすべての演料

について，それぞれにＡ式lxlを作成し，どのような分

布をするのかを確認し，領域Ｄに分布する資料を把握

する。そして，それらの遺物の種類を分けることなくま

とめてみると何がいえるのか検討，最後に，領域Ｄに

見られたそれぞれの遺物の種類を分けて詳細に検討を行っ

た。鉱l1l資料，遺跡出土方鉛鉱資料についてもＡ式図

を利用し検討，現状をまとめてみた。

４．結果と考察

4.1考古資料の鉛同位体比からみた領域Ｄについて

ｕ本や朝鮮半島で出土する青銅製品の鉛同位体比につ

いては，これまでにも，多くの資料が分析され，遺物の

種顛や型式などに着目し，多くの検討が行われてきてい

る。最近は，青銅製品の出土した遺跡の報告では，自然

科学的分析として，鉛同位体比分析の結果が報告されて
いることも多い。しかし，それらの多くの分析結果をま

とめての検討となると，これまであまりなされてこなかっ

たように思う。そこで今回収集することのできた１９３７

点の青銅製品のデータを利用して,A式図で検討を行

い，これまでに指摘されていない部分が見えないかどう

か検討してみることにした。その結果，これまでに領域

Ｄと呼ばれている部分で，いくつかの小グループが見出

せるように見えるので，その部分について考察を行って

みた。

髄域Ｄは，先にも少し触れたが，朝鮮半島系材料領

域の可能性があることが指摘されている部分であり，日
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本の弥生時代の資料が分布し、銅剣では細形が，銅矛で

は!''細形が，釧鐸では菱環紐，外絲付鉦ｌ式のような古

いﾉ';!式のもの，弥生|1:1ﾉ膳青銅器でもＩｍい時期のものはこ

こに入るとされている（‘馬淵・平尾1982,'馬淵・江本・

|"j倉・平尾・青木・三輪１９９１,，囎淵１９９３など多数)。

実際集めることのできた各資料（表ｌ参照）で,A

式図を作成し，領域Ｄに入る資料を見てみると，一部

資料が領域Ｂと近く判別しにくいものもあったが，日

本出土資料では，ほとんどが弥生時代のもので構成され

ていた。割合にすると，領域Ｄの資料約１７０点（付表

l)中，弥生ll寺代のものが約１６７点で98.2%であった。

集めることのできた弥生時代資料１４５８点中の割合にす

ると，約11.5%のものが領域Ｄに分布していることに

なる。それらの種類は,fl'i剣，銅矛，銅戈，銅鐸，銅鏡，

fl'1釧，把頭飾，巴形fl,1器，農工具，漁携呉，装飾品，士Ⅱ

恥付着銅錆などの生産関係資料，川途不明銅製品の一部

資料であった。ただし，ほんのわずかながら，古墳時代

の資料も見られた。それは，京都府相楽郡山城町椿井人

塚山古墳出七の画文帯神獣鏡と，少し離れて分布してい

るが領域Ｄに近い，大阪府羽曳野市古市古墳群峯ヶ塚

古墳出土の冠|胴ではないかとされている銅製品と玉付銅

製品各１点の合計３点であった。これらについては，今

後，なぜこの領域でみられるのか，さまざまな面から検

討していく必要があろう。

次に，朝鮮半島出土資料についてみてみると,１９９点

中約１４点(１，１表l)の約7.0%の資料が領域Ｄに見ら

れた3)Oこれらの資料は日本出土資料の場合と違い，古

墳時代と同時期の資料が半数みられる｡１４点の資料の

時期の内訳は，日本の弥生時代と同時期のものが６点，

古墳時代と同時期のものが６点，古代のものが２点であ

る。種類は，日本の弥生時代と同時期のものでは，銅剣，

装飾品，古墳時代と同時期のものでは，馬具，装飾品，

その他用途不明銅製品，古代では生産関係資料であった。

また，一部資料（日本の弥生時代～古墳時代と同時期の

銅鎌１点，日本の古墳時代と|司時期の装飾品３点，古代

生産関係資料2,1A(,時期不明生産関係資料２点）は，日

本出十資料ではほとんど見られず，現|趾の朝鮮半島鉱ll１

資料の多くが分ﾊjする領域D２に見られるものもあった。

日本出土資料で，領域Ｄに分布した遺物のデータを

利用したＡ式図は図ｌのようになる。ただし，先に紹

介した領域Ｄに入る３点以外の古墳時代以降の資料に
ついては，これ以上図が煩雑になるのを防ぐ．ために省い

てある。この図で，領域Ｄに注目すると，３つのグルー

プができるように見える。そこで，これらのグループを

構成する遺物の種類を分けて，以後考えてみることにす

るが,207Pb/206Pb,208Pb/2IxiPbの数値が小さいグループ
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から考察の便'121:|:,F１,F２,F3として以後の検!;､lを進め

て行くこととしたい。

まず,６n域Ｄにみられる辿物の'|1で，ノ刷式別にみる

と，比較的きれいに分かれて分１jする繩類の壷料として、

fl,lｲうを挙げることができる(IX1２)｡この図の分jjをみ

ると，資料の分ｉｊがほとんどみられない,"!'7Pb/gIMiPb=

0.8050,2nsPb/J'川Pb≦2.0500部分F,,0.8080≦』''7PblPb

≦0.8357,2.0504≦加識Pb/206Pb≦2.0972の細形の一部と!|!

細形の大部分のものが分布する部分F2,0.8430≦抑7Pb/
J(IIiPb≦0.8596,2.1061≦』II"Pb/u'''iPb≦2.1357の髄域Ｂの

|:11１11に位侭する，部の!|!細形と!|!広形がまとまる祁分

F3の３つのク．ループが見られるｏこのような３つのグ

ループに分かれる１頃liilは，他の遺物では,1つのﾉ'i!jgtlﾉ１

でグループが分かれたり，数値に多少の差が出るものの，

銅戈，鋼鐸でも見受けられ，先ほどのfl'i矛の３つのグルー

プと数値も近く，砿なるようである（図３，図４）。以
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Ｌのように,fl!１矛，銅戈，銅鐸でF!の範|ﾉ|:l内に分布す

るものがほとんどみられないことから，３つのグループ

のうち,F２,F3の純|ﾉ|:|については,fl'i矛の分ｉｊをII1心と

し,fl'１戈,f1'1繩の数値を併用することで決めることがで

きそうである。

これに対し,銅剣では図5に見られる通りF!の部分

に，細形fl,1剣の一邪の資料がまばらながらまとまりを作っ

ているように見える。そこで，ここではF,の純性lを，

この分布域を利川し,0.7623≦207Pb/｣06Pb≦0.8021,

1.9600≦訓'HPb)Pb≦2.0422とする。

次に，弥4ili,f代の銅鏡について，これら３グループと
の関係を検!;1．する。弥生時代の銅鏡では，仙域Ｄには

１３点の資料が樅!忍できる（図６)。それぞれの鏡極を調

べて見ると,13'1,1,(中８点が多鉦細文鏡で櫛成され，今
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|可集めることのできた多釧細文鏡のデータは，馬淵・平

尾両氏が指摘してきている（馬淵・平尾1982,1983な

ど多数）ように，全てこの領域に入っている。先ほど分

けた３つのグループで，多紐細文鏡８点の分布を見てみ

ると,F ,に３点,F２に４点,F３に１点が見られた。そ

こで，それぞれのグループの多鉦細文鏡の型式には，ど

のような違いがあるのかを見てみることにした。多鉦細

文鏡の型式変化や編年についてはこれまでに様々な研究

者によって研究がなされてきている（宇野1977,甲ﾌ亡

1990,2006,f１９９１など多数)。しかし，ノⅢ式変化や編

年について，研究者間でまだまだ見解の一致が兄られな

い部分が多く，検討の余地が多い鏡でもある。そこで本

稿では，利川した多鉦細文鏡のデータが全て日本出ｆの

ものであるということから，日本の研究者の型式分類案

(甲元1990,2006=以後，甲元分類案）と，この種の鏡

は朝鮮半島系の遺物であるということから，朝鮮半島の

研究者の型式分類案（全1991=以後，全分類案）両方

を利用して，それぞれのグループを見てみたい。それぞ

れのグルー･プで見られる多鉦細文鏡の型式，鉛同位体比，

分布するグループは表２』'の通りである。図６，表２を

みてみると,F ,に甲元分類第１型式A,第Ⅱ型式の一

部，全分類ＣⅣａ型の一部,CWb型（第Ⅳ群）が,F２

に甲元分類流Ⅲ，Ⅳ鯏式，全分類C I b , C n a , C n b

型（第１,Ⅱ群),F３にII１元分類節Ⅱ型式，全分類ＣⅣａ

型の一部資料（第Ⅳ群）が見られることが分かる。甲元

分類第Ⅱ型式，今分類ＣⅣａ型はF,,F３の２グループに

８２



分かれるようである。長野県佐久市社宮司遺跡のものに
ついては，破鏡と呼ばれているもので，小破片で破面が

磨かれ穿孔がなされ，文様構成が分からないことから型

式不明とされている。しかし，上述したような型式と鉛

同位体比グループとの対応関係が成り立つとすれば，こ

の鏡が入るF２には甲元分類第Ⅲ，Ⅳ型式，全分類CIb,

Cna,Cnb型の多鉦細文鏡がまとまって分布すること

から，これらの型式の多鉦細文鏡である可能性が浮かび

上がってくることになる。今後，多鉦細文鏡の鉛同位体

比データが蓄積され，ここで述べた型式によるグループ

化が確実になれば，多紐細文鏡の型式推定に鉛同位体比

か利用できる可能性があろう。

次に，同じ型式のものが２グループに分かれた理由に

ついて考えてみたいと思う。ここで，少し古いデータで

はあるが，全分類をもとに，朝鮮半島内での多紐細文鏡

の分布についてみてみると，図７のようになる（全

1991:p.473)｡これによると，全が分類した第Ⅳ群は朝

鮮半島の東側に幅広く分布していることが分かるｏこの

分布状況を踏まえると，先に指摘した，名柄遺跡出土鏡

が若山遺跡出土鏡と|司じ型式でありながら,F,とF３に

分かれている理由として，４．２でも触れるが，朝鮮半島

の南北の遺跡出土方鉛鉱の値が，北側では,'08Pb/206Pb,
207Pb/206Pbともに高い値を示し，南側の地域は208Pb

/206Pb,'07Pb/206Pbともに北側より低い数値を示すこと

から，｜則じ型式でも鉛の産地が違い，このような結果が

もたらされた可能性があると考えることもできよう。こ

れらの各型式が見られる地域の近くにある鉱山の鉛が利

用されて，各型式の鏡が鋳造されたのであれば,F,,F３

に見られるものは，第Ⅳ群が見られる地域の鉱山の鉛を

利用した可能性,F２については第１,Ⅱ群が見られる

地域の鉱山の鉛を利用した可能性を考えることもできる。

ただし，現時点では，分析値が，日本出土の多鉦細文鏡

のものだけであることや，資料点数が少ないことから，

このような結果が偶然にもたらされた可能性も否定でき

ない。今後，朝鮮半島出土多紐細文鏡の鉛同位体比デー

タを探し，日本・朝鮮半島出土資料双方から改めて検討

を行っていく必要があるであろう。多紐細文鏡以外の残

り５点の鏡種は,F２に広島県京野遺跡出土弥生小形佑

製鏡,F３に福岡県横隈狐塚６３号土壌墓出土弥生小形防

群、、１１１

Ｖ
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i嬬心綴
Ｉ 人 酌 （ 、
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図７朝鮮半島内の多紐細文鏡の分布（全１９９１:p.473より転戦）
Fig .７D is t r i bu t i onofgeomet r i cm i r ro rs i n theKorean

Peninsula(Jeonl991:p.473)

製鏡，福岡県前原市三雲南小路1号甕棺墓出土重圏彩画

鏡，異体字銘帯鏡（３号鏡)，熊本県熊本市木瀬遺跡４

号住居跡出t弥生小形｛方製鏡である。今後これらの資料

についてもどのような意味があるのか改めて検討を行っ

ていこうと考えている。

4.2鉱山資料・遺跡出土方鉛鉱資料について

鉱山資料・遺跡出土方鉛鉱資料についてみてみたい。

ただし，今回は，朝鮮半島・中国の鉱||｣資料，朝鮮半島

内遺跡出土方鉛鉱資料についてしか考察ができなかった。

日本の鉱山資料・遺跡出土方鉛鉱資料については，デー

タを収集しただけになってしまったので今後改めて考察

を行っていく予定である。

今回収集できた朝鮮半島鉱lllデータ３２点と，中国鉱

山データ１５９点についてそれぞれ分布を見てみると，図

８，９のようになる。ここでも領域Ｄを中心にして考え

てみたい。領域Ｄは先にも見てきたように朝鮮半島系

遺物の鉛同位体比が分布する領域であり，朝鮮半島産材

料の可能性があることがいわれてきている部分である。

しかし，新井が近年指摘したように（新井２０00),中国
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雲南省所在鉱lllの鉛|nl位体比の一部が分布し,'|illil産材

料の可能‘|牛もいわれている領域でもある。今ｌｕｌ集めるこ

とができたデータでも，新井が指摘するように，朝鮮半

島鉱山のデータは，領域Ｄではなく，領域Ａの近くや

B,D２ ,E , L近くで見られるものが多く, IX l９をみる

と中|{1雲南省鉱lllの示す値の一部は領域Ｄ近くに分布

している。これらの点については，これまでにも言われ

てきているように，今後も中国，朝鮮半島内の鉱山資料

8４



k３１IJI鮓､卜島内遺跡出土方鉛鉱の鉛|11位体比
｢able３Leadisotoperatioscalculatcdb]-thegalenafromtheKol℃ａｎａ１℃haeologicalsites
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を探し，分析，検討を続けていく必要があろう。

次に,!IJI鮮半島内の遺跡から出土した方鉛鉱の鉛同位

体比を兇てみたい。表ｌをみると朝鮮半島内遺跡出t"

鉛鉱演料は８点ある。資料８点の内訳は,WI鮓氏iﾐ主義

人氏共ﾎl111il楽浪|ﾕ城川上方鉛鉱６点（紀ﾉtliij211t紀水～

紀元後4111:紀)，人韓氏国慶南余海郡優ｲj､lili内徳里１９号

木棺墓lllt方鉛鉱2.1QIX(l～２世紀）である（衣３3)｡

これらの鉛lil位体比を見ると，楽浪t城出士資料は領域

Eに，内徳M｣１９叶水棺墓出土方鉛鉱は領域ＤとＢの境

界近くに分布した（ｌＸｌ８）。朝鮮半島鉱lllの可くす鉛同位

体比は，これまでにも，平安南道や黄海道のような北側

では，加胤Pb/2IxiPb,'07Pb/206Pbともに高い値を小し，慶

尚北道など1打側の地域は2@KPb/206Pb,207Pb/2'i'iPbともに

北側よりは低い数値を示す傾向にあるといわれている

(佐々木１９８７,,|､!j州・平尾1987)。この似|Alは,IxI８の

flllil鉱111の分1jを見てもいえることであるが，柳鮮半島

内の遺跡川ｋ方鉛鉱８点についてもいえるようである。

ただし，これまでにも指摘されているように，半島北部

の鉛は地11M的に続いていることからみても,!|1国北部の

鉛とは識別か難しいともいわれている( ' ! ! j淵・平尾

1987)。今IIII利用した楽浪出土の方鉛鉱についても，報

告を行った齋藤も指摘しているが，「中国の鉱床との関

わりの"1能'|ｿ|ﾐについては考慮しておいた方がよい（齋藤

2006)」といえよう。今後は，これまで以Ｉ員に，遺跡の

地理的な条件や，雁史的な関わりなどを踏まえた検討が

必典になってくると思われる。また，先の#職'『で齋滕も

指摘しているように，遺跡出土脈材料データや，、1111#稼

動していた鉱lllの遺跡や製錬遺跡に関する洲介，分析事

例を増やして，考古学・自然科学両面から汚察を続けて

いくことも今後の誼要な課題の１つであろうと思う

５ ° ま と め

以上のことをまとめると，次のようになる。
．Ａ式|xIの仙域Ｄは３つのグループにわけることがで

きる(F , , F２ ,F3 ) ( IX l l )
・銅剣（細形fi,1剣の一部資料）の分布を利川して,F,

の範囲が決められる（図５）
・銅矛のﾉ別式別分布を中心に，銅戈，釧鐸の数値を利用

してF２,F3の範|＃|が決められる(FW２,３,４)

F,の範|＃|は,0.7623≦207Pb/ﾕ０６Pb≦0.8021,1.9600=
2m8Pb/訓順Pb≦2.0422

F２の範1件!は,0.8080≦』脈Pb/206Pb≦0.8357,2.0504=
２､'6Pb/2o'iPb≦2.0972

F３の純|〃Iは,0.8430≦:'iTPb/"6Pb≦0.8596,2.1061=
鋤臘Pb/2"Pb≦2.1357

・多釧細文鏡は，今て領域Ｄに見られ，ノ'ルヒによって

F,,F２,F3に分かれて分布する（図６)

F!には甲元分類第１型式A,第Ⅱ墹式の一部，今分

顛ＣⅣａﾉｬﾘの一部,Cwb型（第Ⅳ群）

F２には叩ﾉc分趣第Ⅲ，Ⅳ型式，全分類CIb,Cna,

ＣⅡｂﾉⅢ(" I ,Ⅱ群）

F３には甲ﾉ心分類第Ⅱ型式，全分類ＣⅣａﾉ別の一部（第

Ⅳ群）

甲兀分顛第Ⅱﾉ'il.,t,全分類ＣⅣａﾉ'iuはF,,F３の２グルー
プに分かれる

・多鉦細文鏡の鉛|11位体比データがノド後さらに搭械され，

ここで,j《したように咽式でグループ化できることが明

らかとなれば，ノ別式推定に鉛|口1位体比が利川できるnI
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指摘，ご助言をしてくださった，別府大学の平尾良光先
ﾉｌｉ，国立朧史民俗博物雌の齋藤努先生にも人変お世話に

なった。水人ifながら!氾して謝愈を衣したい。

能性がある
｡多紐糸Ⅱ文鏡の甲ﾉｔ分類第Ⅱ墹式，全分顛CWa"1がF,,

F３の２グループに分かれるIII!lllのひとつとして,|１1

型式の分布域(IxI7)の広さによる鉛ﾉ唯地の違いの'II

能性がある
・多紐細文鏡各型式（全分類第１．Ⅱ。Ⅲ、Ⅳ群）が，

それぞれの出士地に近い地域の鉱山鉛を用いて鋳造さ

れたと考えると,F,,F３にみられるものは全分類の第

Ⅳ群が見られる地域,F２にみられるものは全分熱の

第１,Ⅱ群が見られる地域の鉱11lの鉛が使肘された１１

能‘性もある
･朝鮮半島では，北側の地域が型鵬Pb/2('6Pb,｡07Pb/20mPb

ともに高い値を'Jくし，南1IＩの地域は割0HPb/'I'6Pb,
当0ｱPb/』Ⅲ6Pbともに北側よりは低い数値を,jくす傾向にあ

るといわれているが，今'且l集めることのできた８点の

朝鮮半島内の遺跡川土方鉛鉱にも同じような傾向が見

出せる（図８）

註

l)本研究の内容は,２００６年６ノ１１７,１８１１に行われた

日本文化財科学会第２３回入会時に，「腺始古代肯銅

製品の鉛|司位体比について」としてポスター発表し

た内容に，データ追加を行い，再検討を行ったもの

である

廣坂美穂２0０６「原始古代青銅製品の鉛|即位体比に
ついて」「日本文化財科学会第２３同人会研究発表要

旨集」ll水文化財科学会第２３回大会実行委員会：

pp.２１(I-２１１
２）今回検制･に使川した資料は，遺跡出土資料について

は平尾(1999,2003),鉱lll資料の鉛|11位体比につ

いては馬淵・平尾(1987) ,陳・毛・朱(1980)に

よるところが大きく，朝鮮半島出士資料については

平尾(2001) ,齋藤・藤尾(2006)の報告によると

ころか火きい。また今回の検討には直接関係せず，

点数しか記されていない（表ｌ参照）が，銅銭につ

いては，馬淵・平尾・佐藤・緑川・井垣(1982),

齋藤(2001)によるところが火きい。これらの文献

に掲載されていないデータについては，論文や各遺

跡報f'i､苫から利川している。論文や各遺跡報告書は，

主要なもののみ以卜．の主要参考文献に示している。

３）ここて:の点数は,１１本・朝鮮半島出土資料ともに，

範囲は図ｌ～６で示したF,,F２，F3の囲みの範囲

程度とし，確実に械域Ｄであろうと思われるものを

数えている。そのため点数，％に「約」をつけて示

した。数え方によっては多少の数値の前後はあると

思われる。ただし,l11口県梶栗浜遺跡出土の多釧細

文鏡については，他の多鉛細文鏡と比較検討する必

要があると考え，少し離れて分布しているが領域Ｄ

としてカウントした。

４）表２の文献は̅ﾄ記ｉｉ要参考文献を参照。

５）表３の文献は下肥主要参考文献を参照。

６．今後の課題

本稿では，領域Ｄについて考察を加えたが，他の領

域については触れることができなかった。今後は，それ

らの領域についても考察を行いたい。その他，考察の中

で触れたＨ本出土資料データの中の古墳時代資料３点か，

なぜ領域Ｄで見られるのかということについてや，多

fll細文鏡については,ll本l11l:資料だけでなくIIJI鮴､卜,l{&

出土資料のデータを探し,uix ,朝鮮半島双方のデータ

からの再検討も必要であろう。また，遺跡や鉱山による

差異がよりはっきり現れるような，従来とは異なる数11iI

の表示法などについてもあわせて検討していきたい。

謝 辞

本研究を行うにあたり，岡lllfiM科大学院総合情報研究

科の亀田修一先生，｜|｣本英言先生，小林博昭先生，′断岡

直人先生，高崎浩幸先生,nfi純先生には，終始多人な

ご指導。ご助言をM易った･また，多くの鉛'４位体比の資

料を快く提供してくださった新井宏先生,ll本文化財科

学会大会の時に，資料や表現〃法などについて多くのど
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※付表１の文献は主要参考文献を参照のこと
※斜体の数値は報告されている数値から筆者が計算で求めたものである
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207pb/206pb208pb/206pb206pb/204Pb２0ﾉPb/204Pb208pb/204pb備考(時期等）出土地 形式 所蔵先 文献
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＜装飾品＞
207pb/206pb208pb/206pb206pb/204pb20Jpb/204pb208Pb/204Pb備考(時期等）出土地 種類 所蔵先 文献
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＜馬具＞
zo/Pb/206Pb208Pb/206Pb206Pb/204Pb20FPb/204pb208pb/204pb備考(時期等）出土地 種類 所蔵先 文 献
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＜用途不明銅製品＞
種類２０ﾉPb/206Pb2o8Pb/206Pb206Pb/z04Pb207Pb/204pb208pb/204ｐｂ備考(時期等）出土地 所蔵先 文献
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種類 zuﾉPb/zu6Pb208Pb/206Pbzo6Pb/zo4Pb20jpb/204pb208pb/2o4pb備考(時期等） 所蔵先 文献
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AS tudy to l n f e r t heOr i g i n so fAc i en tB ron ze
A r t i f a c t s : Focus i ngon theDoma i n "D " , I n c l ud i ng
theKoreanArchaeologica lBronzeArt i facts

MihoH IROSAKA

GraduateSchoo lo f l n fo rmat i cs ,Okayama[n i l ･e rs i t ] ･o lSc ience , l - lR ida i - cho ,OkayamaC i ty

Okayama,700-0005,Japan

Thisresearchappliedthc2I)HPb/2''IPb訓''Pb/"Pbgraphs,wmichwereusedwidelyindiscussing

()riginsoIbronzeartifacts,toreexaminedomainssuchasA,B,C,Dwhichhadbeenresearchedin

thcpast.DatathathadbeennumcroLIsI]-anal)-zedconcerningbronzeworksexcavatedinJapan

(includingmaterialcxcavalcdinthcKorcanpeninsulaasc()mparison)aswel lasdataonmines

inthcKoreanpeninsula,Chinaandl"arioLIsparlso[Japanw(!reabundantlycollectedandagraph

wascreatedforthisstud)､.Conscqu(mll]･,itwasfoundthatsmallergroupsF,,F2,F３(groupscre-

atedb,･theauthor)couldpossibl)"bederi l･edwithinthedomainDinwhichsomeofthematerial

excavatedinJapanfromruinsoIthcYaＩ-oiperiodu･eredis･Eributed.

ItwasalsofoundthatthclcadisotoperatioofgeometricmirrorsunearthedinJapan,withthe

cxccpt ionofonemodcltypeatth ist ime,wasdistr ibutedaccordingtodifferentmodeltypes

whenconsideredwithintheprcviousI,-mentionedsmallergroups.Lookingatmodeltypcsthat

wcrcdividedintosmallergroups,distributionu･ithinthesamemodeltypeintheKoreanpenin-

sulashowedawiderdistributioncomparedwithothermodelt]-pcs.Thispossiblymeantthatthe

gr()upsweredividedwithinthcsamemodell)･peduetodifl .erentleadmines.

Recently,dataIor８samplcsoIgalcnaexcal･atedfr()mrums()ftheKoreanpeninsulawcrcre-

porlcd.ThcsedatawerccomparedwiththosGoImincswithinthcKoreanpeninsula.Lcadfrom

prcscniminesintheKoreanpeninsulashowedhighlevelsofb()th2''HPb/JIII;Pband"I'7Pb/2''''Pbinthe
１(){

nor thernreg ions ,wh i le thcsouthernreg ionstendtoshowl ( )wcr leve ls [orbothrat ioscompared

w i th lhenor th .S im i l a r tendenc ieswereapparent in the８samp lesofga lenament ionedabove
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